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子
一
な
に
?

母
一
さ
ば

178 

子
供
の
発
達
と
話
し
言
葉
の
蛮
化

〈
二
歳
三
か
月
児
と
母
親
の
対
話
。
子
供
、
酢
味
噌
の
の
っ
た

ふ
ろ
ふ
き
大
根
を
指
し
て
〉

子

一
こ
れ
な
あ
に
!
?

母

一
こ
れ
ね
え
、
お
み
そ
。
そ
い
で
ね
え
、

子
一
こ
れ
ね
え
、
お
み
そ
う
?

母

一こ
れ
ね
え
、
大
根
な
の
、
お
大
根
、
お
大
根
の
上
に
ね

ぇ
、
か
け
る
の
う
。

〈
六
歳
九
か
月
児
と
母
親
の
対
話
。
子
供
、

た
も
の
を
見
て
〉

子

一
こ
れ
な
に
?

母

ハ
さ
ぱ
戸
小
さ
い
戸
で
、
早
口
で
〕

食
卓
に
用
意
さ
れ

(少
し
大
き
い
声
で
、
早
口
で

子
一
な
に
?

母

一
さ
ば
っ

子
一
さ
ば

っ
て
な
に
?

(大
き
な
声
で
、
早
口
で

母
一
さ
か
な
っ
!

「
分
か

っ
た
か
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
)

一一

…

…

一

表
情
や
泣
く
こ
と
で
し
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
い
赤

ん
坊
が
、
み
る
み
る
う
ち
に
語
業
や
文
法
を
獲
得
し
、
大
人
と
対

等
に
対
話
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
織
は
見
事
で
あ
る
。
人
の

子
供
の
発
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
蛮
化



同区E22Y
言
語
獲
得
に
は
内
的
、
生
物
学
的
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
か
か
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
素
材
と
な
る
文
や
単
語

は
外
か
ら
供
給
さ
れ
る
。
そ
の
供
給
源
は
、
主
に
養
育
者
(
多
く

の
場
合
母
親
)
で
あ
る
。

私
は
幼
児
が
対
話
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
語
棄
を
獲
得
す
る
か

を
研
究
し
て
い
る
。
冒
頭
の
例
は
、
食
事
場
面
で
縦
断
的
に
収
録

し
た
対
話
で
あ
る
。
テ
ー
プ
だ
け
を
聞
く
と
、
二
歳
児
の
相
手
を

し
て
い
る
母
親
と
六
歳
児
の
相
手
を
し
て
い
る
母
親
は
、
同
一
人

物
と
は
思
わ
れ
な
い
。
声
の
ト

l
ン
、
話
す
速
度
、
省
略
の
度
合

い
な
ど
が
異
な
り
、
前
者
は
優
し
く
丁
寧
な
母
、
後
者
は
疲
れ
て

忙
し
い
母
と
い
う
よ
う
に
も
見
え
る
。
だ
が
実
は
両
方
と
も
私
で

あ
る
。
自
分
と
し
て
は
何
も
変
わ
っ
た
つ
も
り
は
な
い
の
に
、
ず

い
ぶ
ん
と
異
な
る
話
し
方
を
し
て
い
る
。

幼
児
の
言
語
能
力
は
日
々
、
変
化
し
て
ゆ
く
が
、
相
手
を
す
る

大
人
の
対
話
的
特
徴
も
変
化
す
る
。
上
で
見
た
よ
う
に
、
幼
児
に

話
し
か
け
る
場
合
、
発
話
は
高
く
強
く
、
母
音
が
長
い
な
ど
の
音

韻
的
特
徴
を
持
つ
(
岩
立
〈

一
九
八
八
〉
の
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
)
。
ま

た
単
純
で
、
文
法
に
か
な
い
、
反
復
や
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
が
多
く
、

限
定
さ
れ
た
文
型
が
使
わ
れ
る
な
ど
の
形
式
的
特
徴
も
見
ら
れ
る

(
岡
本

一
九
八
二
)o
Z
E
o
h
r
F
5
2
2
ヨ∞
)
は
母
親
が
子
供
に

読
み
聞
か
せ
る
場
面
を
分
析
し
、
母
親
は
子
供
の
注
意
を

、
質
問
し
、
命
名
し
、
確
認
を
与
え
る
な
ど
二
疋
の
パ
タ

子
供
の
発
達
と
話
し
言
葉
の
変
化

ン
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
、
し
か
も
こ
の
パ
タ
ン
は
子
供
の
レ
ベ
ル

に
応
じ
て
変
化
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
同
様
に
、
石
崎
(
一
九
九

六
)
や
村
瀬
他
(
一
九
九
八
)
は
日
本
人
母
子
に
お
け
る
絵
本
読
み

場
面
を
分
析
し
、
子
供
の
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
母
親
は
よ
り

能
動
的
な
役
割
を
子
供
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
結
果
を
見

出
し
て
い
る
。
ま
た
小
椋
他

(
一
九
九
七
)
は
「
わ
ん
わ
ん
」
や

「
ポ
イ
す
る
」
な
ど
の
育
児
語
に
つ
い
て
検
討
し
、
母
親
の
育
児

語
使
用
が
子
供
の
育
児
語
使
用
に
先
行
し
て
減
少
し
て
ゆ
く
様
子

を
示
し
て
い
る
。
母
親
の
話
し
方
の
変
化
は
、
語
棄
や
文
法
、
会

話
の
パ
タ
ン
を
子
供
の
レ
ベ
ル
に
調
整
し
、
発
達
に
応
じ
て
足
場

を
は
ず
し
て
ゆ
く
過
程
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
だ
。

さ
て
、
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
ラ
イ
ン
の
上
で
、
特

定
の
語
棄
を
め
ぐ
る
母
子
対
話
の
特
徴
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
焦

点
を
当
て
る
語
葉
は

「助
数
詞
」
|
|
枚
、
本
、
匹
な
ど
、
数
と

と
も
に
用
い
る
接
辞
ー
ー
で
あ
る
。
な
ぜ
助
数
詞
か
。
助
数
詞
は

事
物
や
運
動
、
行
為
に
対
し
て
直
接
与
え
ら
れ
る
ラ
ベ
ル
と
は
異

な
り
、
い
わ
ば
目
に
見
え
な
い
助
数
詞
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し
て
用

い
ら
れ
る
語
素
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

同
じ
犬

で
も
小
さ
け
れ
ば
「
匹
」
、
大
き
け
れ
ば
「
頭
」
、
同
じ
ク
ッ
キ
ー

で
も
、
細
長
け
れ
ば
「
本
」
、
平
た
け
れ
ば
「
枚
」
と
い
う
よ
う

に
、
分
類
学
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
文

脈
に
頼
っ
た
り
、
視
界
に
あ
る
も
の
を
指
し
て
「
こ
れ
は
『
匹
」
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よ
」
な
ど
と
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
助
数
詞
は
、
母
親

に
よ
る
言
語
的
な
入
力
の
役
割
を
調
べ
る
の
に
う
っ
て
つ
け
の
材

料
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

助
数
詞
の
獲
得
に
は
六

i
一
O
年
も
の
年
月
が
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
る
(
(
U

R

克
己
伺
工
事
一
、
。
mECE
--宙
空
、
玄
曲
門
日
ロ
ヨ
og--
唱
缶
、
内

田
・
今
井
|
一
九
九
六
)。

例
え
ば
内
田
・
今
井

(
一
九
九
六
)
は
四

1
六
歳
児
を
対
象
に
生
物
や
事
物
の
助
数
詞
の
獲
得
過
程
を
調

べ
、
五
歳
で
も
ダ
チ
ョ
ウ
を
「
頭
」
と
数
え
る
な
ど
の
誤
り
が
見

ら
れ
る
こ
と
、
自
覚
的
に
ル

1
ル
を
作
っ
て
ゆ
け
る
よ
う
に
な
る

の
は
六
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
長
く
か
か
る
助
数
詞
獲
得
の
最
初
の
段
階
で
、
幼
児
は
ど
の

よ
う
な
言
語
的
入
力
を
受
け
る
の
か
、
こ
こ
で
は
年
齢
を
下
げ
、

一
一1
四
歳
児
の
母
親
の
発
話
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
(
詳
し

く
は
仲
一
九
九
六
、

Z
尖
P
E
言
。
訟
を
参
照
の
こ
と
)
。

母
子
対
話
の
縦
断
的
事
例
研
究

開閉

i
二
歳
児
と
母
親
の
対
話
に
お
け
る
助
数
詞
の
使
用

協

こ
こ
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
国
冒
頭
の
資
料
と
同
じ
、
私
と
女
児

双
子
の
食
卓
場
面
の
会
話
で
あ
る
。
食
卓
場
面
を
選
ん
だ
の
は
、

物
理
的
環
境
や
心
理
的
状
態
の
変
動
が
少
な
く
、
会
話
の
発
達
を

比
較
的
独
立
し
た
形
で
記
録
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か

酬帥網棚醐鍋嶋

2 

ら
だ
。
た
だ
し
資
料
を
収
集
し
て
い
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
助
数

詞
の
分
析
の
た
め
に
用
い
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

会
話
は
お
よ
そ
週

一
回、

一
歳
か
ら
四
歳
ま
で
収
録
し
た
が
、

分
析
を
行
っ
た
の
は
二
歳
。
か
月
か
ら
二
歳
一
一
か
月
の
一
年

間
、
一
月
あ
た
り
二
回
ず
つ
の
、
計
一
二
週
分
の
資
料
で
あ
る
。

各
国
の
録
音
時
間
は
お
よ
そ
四
五
分
。
資
料
を
書
き
起
こ
し
た
と

こ
ろ
一
九
四
四
一
発
話
(
合
実

ε互
が
得
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の

一
二

回
の
会
話
は
主
に
母
親
と
女
児
双
子
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

父
親
が
食
事
に
加
わ
っ
た
の
は
一
一
回
だ
け
で
あ
っ
た
。

書
き
起
こ
し
た
会
話
で
用
い
ら
れ
た
助
数
詞
は
全
部
で
一
一
一
種

類
、
助
数
詞
を
含
む
発
話
は
一
九
四
四
一
発
話
中
一
九
六
発
話
だ

っ
た
。
以
下
の
分
析
は
、
こ
の
一
九
六
発
話
に
基
づ
い
て
い
る
。

簡
略
化
の
た
め
、
二
人
の
幼
児
の
資
料
は
ま
と
め
て
提
示
す
る
。

川

助

数

調
の
種
類
と
頻
度

二

一
種
類
の
助
数
調
の
使
用
状
況
を
表
1
に
示
す
。
各
助
数
詞

に
添
え
ら
れ
た
(
)
内
の
二
つ
の
数
字
は
、
前
者
が
母
親
に
よ

る
使
用
頻
度
、
後
者
が
子
供
に
よ
る
使
用
頻
度
で
あ
る
。
父
親
が

食
卓
を
共
に
し
た
の
は
わ
ず
か
二
回
で
あ
っ
た
が
、
二
一
種
類
の

助
数
詞
の
大
半
は
母
親
|
父
親
問
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
母
親
が

幼
児
に
対
し
て
用
い
た
助
数
詞
は
七
種
類
で
あ
り
、
し
か
も
母
子

問
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
助
数
詞
は
、
「
回
」
、
「
個
」
、
「
つ
」
の

180 



助数調の種類と鎮度

助数詞

杯、本、週間、目、時間、分、秒、円、万、千、百、ミリ、ケース

人(17，3)、口(10，1)、歳 (4，5)、キロ(1，1)

回(21，27)、個 (24，14)、つ(17，16)

番 (0，2)

)内の2つの数字はそれぞれ母親と幼児が使用した頻度を示している。注(

助数詞使用の同期性

誰が用いるか

母←→父

母←→子(少)

母←→子(多)

子供問

11 10 09 08 07 07 05 03 02 01 00 

表 2

子
供
の
発
達
と
話
し
言
葉
の
変
化

三
種
類
だ
け
で
あ
っ
た

。

注個々のセヅションにおける濃い網がけは母親の使用、薄い網がけは子供の使用

間
助
数
詞
使
用
の
推
移
と
母
子
の
対
応

表
2
は
母
親
と
子
供
が
各
々
「
回
」
、
「
個
」
、
「
つ
」

を
ど
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
(
食
事
場
面
)
で
用
い
た
か
を
示

し
て
い
る
。
母
が
用
い
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
濃
い
網
が

け
、
子
供
が
用
い
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
薄
い
網
が
け
に

な
っ
て
い
る
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
単
位
で
見
る
と
、
助
数

詞
の
使
用
に
は
母
子
間
で
有
意
な
同
期
性
が
あ
り
、

母
子
と
も
に
「
回
」
か
ら
「
個
」
、
「
つ
」
へ
と
、

よ
く
用
い
ら
れ
る
助
数
詞
が
移
行
し
て
い
る
。

以
上
、
母
親
は
子
供
に
限
ら
れ
た
種
類
の
助
数
詞

を
用
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
使
用
に
は
母
子
聞

で
対
応
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
会
話
を

詳
細
に
調
べ
て
も
、
「
か
ぼ
ち
ゃ
は
一
個
と
数
え
ま

し
ょ
う
」
な
ど
の
能
動
的
な
働
き
か
け
は
見
ら
れ
な

い
。
母
親
は
恐
ら
く
意
識
的
す
る
こ
と
な
く
、
子
供

の
用
い
る
語
棄
に
合
わ
せ
て
自
ら
の
助
数
詞
使
用
を

変
化
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が

一
般
化
で
き
る
か
ど
う
か
、
次
の
調
査
で
は
、
よ
り

多
く
の
母
子
対
話
を
縦
断
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し

た。
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一

一

，
こ
の
調
査
で
は
、
二
、
三
、
四
歳
の
幼
児
と
そ
の
母
親
、
そ
れ

ぞ
れ
一
七
組
、
二
ハ
組
、
一
人
組
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
母
子

に
大
学
の
研
究
室
に
来
て
も
ら
い
、
数
の
理
解
の
調
査
と
い
う
カ

パ
l
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
も
と
で
調
査
に
参
加
し
て
も
ら
う
。
部
屋

に
は
大
き
な
机
が
あ
り
、
ポ
ツ
キ
!
と
ス
プ
ー
ン
(
「
本
」
で
数
え

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
)
、
平
た
い
ク
ッ
キ
ー
と
皿

(
「
枚
」
が
期
待
さ

れ
る
)
、
山
型
ク
ッ
キ
ー
と
ア
メ
(
「
個
」
が
期
待
さ
れ
る
)
、
カ
ッ
フ

(「
杯
」
が
期
待
さ
れ
る
)
の
七
種
類
の
事
物
が
各
々
四
個
ず
つ
並
ん

で
い
る
。
机
の
一
方
の
側
に
母
親
と
子
供
に
座
っ
て
も
ら
い
、
も

う
一
方
の
側
に
実
験
者
と
補
助
者
が
座
っ
た
。
調
査
は
三
つ
の
段

階
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ま
ず
母
親
に
事
物
が
描
か
れ
た
図
版
(
例
え
ば
、
ア
メ
三
つ
)
を

示
し
、
「
図
版
に
描
か
れ
て
い
る
物
を
そ
の
数
だ
け
、
お
子
さ
ん

に
と
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
教
示
す
る
。

一
枚
に
一
種
類

の
事
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
全
部
で
七
枚
の
図
版
が
用
意
さ
れ
た
。

こ
の
段
階
で
、
母
親
が
子
供
に
対
し
ど
の
よ
う
な
助
数
詞
を
用
い

る
か
を
調
べ
る
。
二
歳
児
と
母
親
の
例
を
示
そ
う
。

3 

二母
、子

三対
、話

回 の
歳横

お児断
けと研
る母究
助親
数の
詞対
の話
使に
用

母
一
ま

l
る
い
ク
ッ
キ
ー
を
ふ
た
つ
も
っ
て
き
て
。
ク
ッ
キ

ー
。
ま
l
る
い
の
、
ふ
た

l
っ
。
も
う
ひ
と
つ
。

子
一
も
う
ひ
と
つ
。

母
一
う
ん
。

次
の
段
階
に

幼
児
が
七
種
類
の
事
物
を
全
部
取
り
終
え
た
ら
、

進
む
。
母
親
に
「
今
度
は
お
子
さ
ん
に
、
今
取
っ
て
も
ら
っ
た
も

の
を
数
え
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
教
示
し
、

子
供
が
事
物
を

数
え
る
と
き
に
ど
の
よ
う
な
助
数
調
を
用
い
る
か
調
べ
る
。

母
一
じ
ゃ
あ
ね
、

ク
ッ
キ
ー
。

い
く
つ
あ
る
か
な
。

子
一
ク
ッ
キ
ー

ふ
た
つ
。

母
一
ふ
た
つ
ね
。
こ
れ
は
ピ
ン
ポ

l
ン
。

最
後
に
、
母
親
に
、
第
一
段
階
で
子
供
に
対
し
て
行
っ
た
課
題

を
大
人
(
補
助
者
)
に
対
し
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
は
母
親

が
大
人
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
助
数
調
を
用
い
る
か
、
調
べ
る

た
め
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。
そ
の
後
、

調
査
の
意
図
を
明
か
し
、
家
庭
で
の
助
数
詞
使
用
状
況
な
ど
を
ア

ン
ケ
ー
ト
で
答
え
て
も
ら
っ
た
。

会
話
は
す
べ
て
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
で
録
音
し
、

後
で
書
き
包

こ
し
た
。
生
起
し
た
助
数
詞
を
分
類
し
カ
ウ
ン
ト
し
た
と
こ
ろ
、
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「つJ

「枚』

『杯J

4歳児

「本」

100 
各

助

数 B口

調

を 60
使

用

し 40

た

幼
児 20

の
% 

「枚』

「本」

の

『つ」

『個J

100 

助

教 80
詞

を

使 60

周

主40

母

親 20
の
% 

子
供
の
発
達
と
話
し
言
葉
の
変
化

3歳児2歳児
。O 

子の助数詞使用

七
種
類
の
事
物
す
べ
て
に
「
個
」
、
「
つ
」
の
使
用
が
見
ら
れ
、
加

え
て
平
た
い
ク
ッ
キ
ー
と
血
で
は
「
枚
」
、
ポ
ツ
キ
!
と
ス
プ
ー

ン
で
は
「
本
」
、
コ
ッ
プ
の
水
で
は
「
杯
」
が
用
い
ら
れ
た
。
ま

た
頻
度
は
少
な
い
が
、
「
い

l
ち
、
に

l
い
」
な
ど
数
だ
け
の
表

現
や
「

O
ち
ゃ
ん
の
分
と
ム
ち
ゃ
ん
の
分
」
と
い
う
よ
う
な
表
現

も
見
ら
れ
た
。

図2

川
用
い
ら
れ
た
助
数
詞
の
種
類

七
種
類
の
事
物
を
込
み
に
し
た
と
き
の
、
「
個
、
っ
、
枚
、
本
、

杯
」
の
使
用
者
率
(
助
数
詞
を
使
用
し
た
者
の
割
合
)
を
図

1
、

2

に
示
す
。
図
l
は
母
親
、
図
2
は
幼
児
で
あ
る
。
幼
児
の
年
齢
が

低
い
ほ
ど
、
母
親
が
「
個
」
や
「
つ
」
を
使
用
す
る
率
は
高
い
。

ま
た
、
幼
児
の
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
、
母
親
は
「
枚
」
や
「
本
」

な
ど
、
特
殊
な
(
特
定
の
形
態
に
固
有
な
)
助
数
調
を
用
い
る
よ
う

に
な
る
。
母
親
は
幼
児
に
対
し
限
ら
れ
た
種
類
の
助
数
詞
を
用
い
、

幼
児
の
年
齢
に
応
じ
て
制
限
の
度
合
を
変
化
さ
せ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
幼
児
も
母
親
同
様
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
「
枚
」
と

「
本
」
の
使
用
が
上
昇
す
る
。
だ
が
「
個
」
と
「
つ
」
は
母
親
の

場
合
と
は
異
な
り
、
減
少
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
「
個
」
、
「
つ
」

の
減
少
は
四
歳
よ
り
も
後
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

子に対する、母親の助数詞使用図 1

[2] 

助
数
詞
の
使
用
頻
度
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図
3
は
、
母
親
が
ひ
と
つ
の
事
物
当
た
り
使
用
し
た
助
数
詞
の

種
類
と
頻
度
を
示
し
て
い
る
。
助
数
詞
の
種
類
は
二
、
二
一
、

四
歳

で
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
頻
度
は
二
歳
児
で
特
に
高
い
。
こ
れ

は
、
二
歳
児
の
母
親
が
三
、
四
歳
児
の
母
親
よ
り
も
、
同
じ
助
数

詞
を
何
度
も
繰
り
返
し
用
い
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
例

会
ニ
不
そ
、
っ
。

二
歳
児
の
母
一
今
度
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
ど
こ
に
あ
る
か
な
。
ビ

ス
ケ
ッ
ト
ふ
た
つ
く
だ
さ
い
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト
ふ
た

l
っ
。

ふ
た

l
っ
ち
ょ
う
だ
い
、
ビ
ス
ケ

ッ
ト
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト

を
ふ
た
っ
ち
ょ
う
だ
い
。
大
き
い
の
が
い
い
な
、
ま
l

る
い
の
。
ふ
た
っ
ち
ょ
う
だ
い
。
は
い
、
あ
り
が
と
う
。

(
「
つ
」
を
五
回
使
用
。)

四
歳
児
の
母
一
じ
ゃ
あ
ね
、
た
い
ら
な
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を

一
枚
。

(
「
枚
」
を

一
回
使
用
。)

同
母
親
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

子
供
が
事
物
を
数
え
た
際
、
子
供
が
用
い
た
助
数
詞
と
は
異
な

る
助
数
調
を
用
い
て
、
母
親
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
返
す
こ
と
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
子
供
が
助
数
調
を
用
い
ず
に
、
数
だ
け
述
べ
た

場
合
、
母
親
が
助
数
詞
を
付
け
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
返
す
こ
と

が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
以
下
の
よ
う
に

分
類
さ
れ
た
。

ω子
供
が
「
一
三
な
ど
、
数
だ
け
を
述
べ
た
と
き
、
母
親
が

「
二
一
個
ね
」
、
「
=
一
つ
ね
」
な
ど
、

一
般
的
な
助
数
詞
を
用
い

て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
与
え
る
。

制
子
供
が
「
一三

な
ど
、
数
だ
け
を
述
べ
た
と
き
、
母
親
が

「
二
一
本
ね
」
、
「
=
一
枚
ね
」
な
ど
、
特
殊
な
助
数
詞
を
用
い
て

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
与
え
る
。

ω子
供
が
「
三
個
」
、
「
三
つ
」
な
ど
、

一
般
的
な
助
数
詞
を
用

い
た
時
、
母
親
が
「
三
本
ね
」
、
「
三
枚
ね
」
な
ど
、
特
殊
な

助
数
詞
を
用
い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
与
え
る
。

伸
子
供
が
不
適
切
な
特
殊
な
助
数
詞

(ス
プ
ー
ン
に
対
す
る
「
枚
」
、

平
た
い
ク
ッ
キ
ー
に
対
す
る
「
本
」
な
ど
)
を
用
い
た
時
、
母
親

が
適
切
な
助
数
詞
を
用
い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
与
え
る
。

各
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
生
起
頻
度
を
図
4
に
示
す
。

ωwや
仰
の

よ
う
に
「
数
」
を

「数
十

一
般
的
助
数
詞
」
に
置
き
替
え
る
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
は
相
対
的
に
二
、
三
歳
児
の
母
親
で
多
く
、

ωや
仰

の
よ
う
に
特
殊
な
助
数
詞
を
含
む
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
三
、
四
歳

児
の
母
親
で
多
い
。
母
親
は
子
供
の
助
数
詞
使
用
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
、
一
般
的
な
助
数
詞
か
ら
よ
り
特
殊
な
助
数
調
へ
と
、
助
数

詞
の
使
用
を
精
綴
化
す
る
方
向
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
変
化
さ
せ

て
い
る
と
言
え
よ
、
っ
。

以
上
、
縦
断
研
究
と
同
様
、
母
親
は
幼
児
に
対
し
て
用
い
る
助

数
詞
の
種
類
を
制
限
し
、
子
供
の
年
齢
に
応
じ
て
制
限
の
度
合
を
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• 2蝿児の母

口 3臓児の母
口 4輯児のBl

1.0 

生 0.8

起
頻 0.6

度

0.4 

1事物当たりの助数詞

繰り返し頻度の平均

1事物で用いられた

助数詞の種績の平均

4 

qd

フ』

種

額

と

頻

度

子
供
の
発
達
と
話
し
言
葉
の
変
化

個→本・牧本枚→ 他数 →本枚
0.0 

散→個・つ4歳児の母3歳児の母2籍児の母
。

変
化
さ
せ
る
こ
と
、
助
数
詞
使
用
の
変
化
は
母
親
の
方
が
先
行
し

て
い
る
ら
し
い
こ
と
、
母
親
は
助
数
詞
の
使
用
を
精
綴
化
す
る
方

向
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

母親によるフィードパック図4

一…

…

一

母
親
は
幼
児
の
月
齢
や
年
齢
に
応
じ
て
、
用
い
る
助
数
詞
の
種

類
、
頻
度
を
変
化
さ
せ
る
。
ま
た
幼
児
の
助
数
詞
使
用
に
合
わ
せ

た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。
母
親
は
精
密
な
助
数
調
教
示
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
持
っ
て
い
て
、
子
供
の
様
子
を
見
な
が
ら
そ
れ
を
実
行

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
子
供
の
中
に
あ
る
語
棄
獲
得

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
完
成
し
た
言
語
使
用
者
で
あ
る
母
親
か
ら
自
分

の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
情
報
を
引
き
出
す
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
か
つ
て
安
田
と
と
も
に
次
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
る

(
Z白
E
B
E
J
P
E
E
-
-
3
3
0
留
学
生
と
日
本
人
学
生
に
日

本
語
お
よ
び
英
語
(
留
学
生
の
母
国
語
)
で
簡
単
な
会
話
を
し
て
も

ら
う
。
得
意
な
言
語
、
不
得
意
な
言
語
で
話
し
た
場
合
、
言
語
的

に
優
位
に
立
つ
者
(
日
本
語
の
場
合
は
日
本
人
学
生
、
英
語
の
場
合
は

留
学
生
)
が
ど
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
の
か
調
べ
る

の
が
目
的
だ
っ
た
。
被
験
者
は
日
本
人
学
生
が
二
人

(
A
、
B
)
、

留
学
生
が
三
一
人

(
X
、
Y
、
Z
)
で
あ
る

o
A
、

B
各
々
が
X
、
Y
、

Z
各
々
と
ペ
ア
に
な
り
、
「
日
本
で
安
く
暮
ら
す
に
は
」
、
立
を

S

4 

人
間
関
係
の
発
達
と
こ
と
ば
の
蛮
化

用いられた助数詞の種類と頻度図3
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発話のカテコリー

カテゴリー 内容 朽l

開始 新しいトピ 7クの 日 え、じゃあまずーっめ、とういうときに物価が高いって感じますか?

開始

拡張 相手の発話の拡張 (留 。あの、食事をするとか、それをすごく高いと思います。)

日 うーん、じゃ、時々そういう食事とかもしたりするんですか、高い。

説明 語句、状況の説明 (日.お金の管理というか、そいうのはとういうふうにしてますり

(留 .んワ もう一度。)

日 あの、お金、物価が高いですよね。だから使う工夫っていうか、使い

方っていうか。

吾い換え 相手の百ったこと (iz-あの、だいたいbudget英語でbudgetていうけど、日本語ではわか

の言い換え んない。)

日.予算、予算かな。

繰り返し 相手の百ったこと (iz-そいういう庖には行かない。)

の繰り返し 日:行かないんだ。

質問+ 新しい情報を問う 日:貯金とかしてます?

質問 明確化の要求 (日:お金の管理というか、そいうのはとういうふうにしてます?) 

留 :んワ もう 一度。

答え+ 拡張された答え (日:え、じゃあまずーっめ、とういうときに物価がl白いって感じますか?) 

留 .うーん、お金、お金がだんだん少なくなると 、やっぱり物価が高いと

思います。

答えー 「はい、いいえ」 (日 うーん、じゃ時 、々そういう 、食事とかもしたりするんですか、高い。)

の応答 留 .うん、はい。

反応 内容を伴わない (日・あの、お金、物価が角いですよね。だから使う工夫っていうか、使

応答 い方っていうか)

留あ一。

表3

注 :日は日本人学生、留は留学生の発話を示している。

白
「
目
白

w
円

同

町

凶

℃

陸

コ

刊

凹

由

加

。

。

【

】

陪

再

開

-u
刊
酔

r
F
D
m

凹コ加一-∞
z
ー
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
で
五
分
ほ
ど

の
会
話
を
し
た
。

参
加
者
の
発
話
を
表

3
を
も
と
に
分
類

し
た
と
こ
ろ
、
日
本
語
で
も
英
語
で
も
、

言
語
的
に
優
位
に
立
つ
者
は
高
い
頻
度
で

「
説
明
」
し
た
り

「
言
い
換
え
」
を
行
っ
た

り
し
、
話
者
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
補
っ
て
い

た
。
優
位
に
立

つ
日
本
人
学
生
は
新
し
い

情
報
を
求
め
る

「
質

問

+

(プ
ラ
ス
)」
を

多
く
行
い
、

一
方
、
優
位
に
立
つ
留
学
生

は
明
確
化
を
求
め
る
「
質
問
一

(
マ
イ
ナ
ス
こ

を
行
う
な
ど
、
日
本
人
と
留
学
生
で
は
方

略
に
違
い
も
見
ら
れ
た
。
だ
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
自
分
が
優
位
に
立

つ
場
合
と
そ

う
で
な
い
場
合
と
で
、
話
し
方
は
異
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

会
話
に
は
、

言
語
的
ギ

ャ
ッ
プ
か
ら
必

然
的
に
生
じ
る
話
し
方
の
変
化
と
、
個
人

が
持

っ
て
い
る
方
略
と
の
両
方
が
関
与
す

る
の
か
も
し
れ
な
い

。
話
者
同
士
が
互
い

に
与
え
会
う
言
語
情
報
が
、
話
し
手
の
ど
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